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国際局における新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

国際局では、海外諸都市等とのネットワークを活かした物資調達や、海外事務所

を通じた現地情報の収集・発信、市内在住の外国人に向けた情報提供等、市民の皆

様の安心な生活に繋げるための取組を進めています。 

 

１ 海外諸都市等とのネットワークを活かした物資調達等の取組 

（１）海外諸都市との関係を活用した医療関連物資調達 

市内のマスク不足の状況に対応するため、上海事務所を通じ、友好都市である

上海市人民政府の協力の下、メーカー情報の収集や生産現場の確認などの活動を

行い、これまでに 457 万枚のマスクを調達 
 

ア マスク 130 万枚の調達（４月２日納品） 

    健康福祉局により、市内の医療機関や福祉

施設等へ配布 
 

イ マスク 327 万枚の調達（５月 13 日納品） 

こども青少年局、教育委員会事務局によ

り、市内保育所、放課後児童クラブなどの

児童福祉施設及び学校等へ配布 
 

【参考】NHK＊、tvk など、複数のメディアで物資調達について報道 

＊放映例（4/2 NEWS WEB、5/5 ラジオニュース、5/8 BS１国際報道、5/18 首都圏ニュース） 

※上記のほか、上海事務所を通じたルート以外の医療関連物資調達の支援も実施 

（２）海外諸都市からの医療関連物資の寄附 

本市との交流の歴史を培ってきた中国の友好都市等から医療関連物資の寄附の

申し入れがあり、これまでに以下の寄附を受領 

都市名 日付 物資 数量 

上海市 

令和２年３月 30 日 マスク 25,000 枚 

令和２年４月６日 消毒液 900 本（500 ㎖入り） 

令和２年５月 19 日 
KN-95 マスク 

医療用手袋 

マスク 10,000 枚 

手袋 20,000 枚 

北京市 令和２年３月 27 日 消毒液 1,000 本（500 ㎖入り） 

貴陽市(※) 令和２年６月 11 日 マスク 20,000 枚 

   ※貴陽市：2014 年、2015 年及び 2018 年に貴州省貴陽市で開催された博覧会等にて、本市職員

が講演を行うなどの交流を実施 
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２ 海外事務所を通じた海外諸都市の社会経済情勢等に関する情報収集・発信 

市内企業・団体等の参考情報としていただくため、海外事務所を通じ、現地にお

ける市民生活への影響、経済活動の動向、感染症対策等について情報収集を行い、

各種媒体を通じ発信 
 
（１）調査リポート等の作成・発信（19 件） 

海外市場の動向や医療システムなど、調

査・把握した情報をリポート等にまとめ、各

海外事務所ウェブサイトで随時、発信 
 

 （調査リポート例） 

・「NY の医療システムは感染拡大にいかに対応

したのか」 

・「コロナ危機とドイツ経済 ～旅行・ホテル業

界、外食産業編～」 
 

（２）オンラインセミナー（２回） 

市内の中小企業等を対象としたウェブを活

用したセミナーにおいて、現地の生活や感染

症対策などについて説明 
 

（オンラインセミナー例） 

・「ICT（情報通信技術）でコロナと共存する中国・ 

上海」(5/29) 
 

（３）その他の主な発信媒体 

・海外事務所のメーリングリストを活用した現地進出市内企業等への情報提供 

（６回） 

・神奈川新聞掲載「海外リポート」（２件） 

・神奈川新聞掲載「コロナ禍の世界 横浜市駐在員リポート」（２件） 

・本市ウェブサイト（「海外事務所による新型コロナウイルス関連リポート等」ペー

ジ）（19 件） 

・国際局 Facebook（15 回） 

・（公財）横浜企業経営支援財団 メールマガジン（２回） 

 

３ 在住外国人に向けた取組                     

（１）在住外国人への情報発信 

本市及び横浜市多文化共生総合相談センター（（公財）横浜市国際交流協会（YOKE）

に設置）のウェブサイトを活用し、在住外国人に向けた情報提供を実施 

 

米州事務所ウェブサイトにおける 
NY 州・市の現地情報リポート 

オンラインセミナーでの説明の様子 
（上海事務所） 
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（主な発信媒体） 

ア 本市ウェブサイト（在住外国人向け新型 

コロナウイルス感染症情報ページ） 

（英語・やさしい日本語、４月９日～） 

イ 横浜市多文化共生総合相談センター 

新型コロナウイルス関連情報サイト 

（英語・やさしい日本語・中国語（簡体）、 

 ２月 28 日～） 

・６言語による AI チャットボット（自動 

 会話プログラム）の導入（６月５日～） 

ウ 国際局 Facebook（91 回） 

 

（２）在住外国人への相談対応 

横浜市多文化共生総合相談センターと国際交流ラウンジが連携し、11 言語で新 

型コロナウイルス感染症に関する問合せ・相談に対応 

（主な対応状況） 

・新型コロナウイルス感染症関連相談件数 248 件（１月 29 日～６月 23 日現在） 

(1) 医療相談・健康不安 61 件 

(2) 生活困窮・雇用相談 34 件 

(3) 特別定額給付金 57 件 

(4) 公的支援策（特別定額給付金除く） 46 件 

(5) その他問合せ 50 件 

 計 248 件 

（３）特別定額給付金に関する情報提供・相談対応 

特別定額給付金に関する多言語版リーフレ

ット（８言語）の作成及び横浜市特別定額給

付金コールセンター多言語専用ダイヤルにお

ける多言語支援に、横浜市国際交流協会（YOKE）

が対応 

（主な対応状況） 

・横浜市特別定額給付金コールセンター多言 

語専用ダイヤル 

・対応件数 501 件 

（５月 29 日開設～６月 23 日現在） 

在住外国人に向けた 
新型コロナウイルス関連情報の提供 

特別定額給付金 
中国語（簡体）版リーフレット 
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（４）区窓口等への通訳・翻訳機器の全区配備 

   新型コロナウイルスの影響に伴い、今後、

生活相談等の一層の増加が見込まれるため、

18 区へのタブレット等通訳機器（計 75 台）

及び翻訳機器（計36台）の配備を７月に予定 

 

 

４ その他の国際局における主な対応 

・パスポートセンター（市内２か所）について、

夜間を除き受付を継続 

 

 

 

 

 

 

◆ 横浜市会を通じた海外とのつながりによる医療関連物資の寄附 

横浜市会を通じた海外とのつながりにより、以下のとおり、医療関連物資を寄附い

ただきました。 

内  容 

・令和２年４月 30 日、台北駐日経済文化代表処横浜分処を通じて華僑団体から 

横浜市にマスク 10,000 枚寄贈 

・令和２年５月 12 日、横浜日韓親善協会から横浜市にマスク 2,000 枚寄贈 

・令和２年５月 15 日、日本アフリカ友好横浜市会議員連盟の仲介により、市内企

業から IFE 財団（理事：ルフィン・ゾマホン前駐日ベナン共和国特命全権大使）

にマスク 10,000 枚寄贈 

 

区窓口における通訳機器 
使用イメージ 

パスポートセンター窓口における
アクリル板の設置 


